SONY. 


3 - 856 - 959-07 ( 2 ) 


をな特長 


保証期間経過をの修理は 修理によって機能び維持できる場含は、ご要望により有料 
修理させていただをます。 


TV(l-3ch)^FM/AM 

PLL シンセサイザーラジオ 


取扱説明書•保証書 

お買い上げいただきありがとうございまず。 

電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、火災や人身事故になる 
ことびあります。 

この取扱説明書と別冊の「ををのために」をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いくだ 
さい。お読みになったあとは、いつでを見られるところに必ずな管してください 


A 警告 


ICF-M260 

◎ 1996 Sony Corporation Printed in China 


■I 圍圓圓 111111111 

*385695907* (2) 


品名 ラジオ 

型名 に F - IVI 260 

保証書 T 10-1001 A -4 

ここに保証書び入りまず 

Complete the film by inserting the warranty at this position. 

在此處插乂保證書完成菲林。 

在化位置插人保证书レ:1完成胶片。 


I よくあるお問い合むせ、解決ち法などはホームページをご活用ください。 http :// www . sony . co . jp/support 



7 U -ダイヤル . 01 20-333-0 吕〇 

携帯電話’ PHS- -部の IP 電話’ 0466 -3 1 -2 已11 


フリーダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電話 • PHS- 一部の IP 電話 • 0466-31 -2531 
書’リモコン等の購入相設はこち 5 へお問い合わせください。 

※巧扱説明胃 


左記ま号へ接続を、最巧の 
ガイダンスが流れている間に 

r 304 j + r 林 J 

を巧してください。直接、 
担当窓□へおつなぞしまず。 


FAX (冉巧） 
0120 - 333-389 
夏巧時因 

9 : 00 - 20:00 
± •日-巧曰： 
9 : 00 ~ 17:00 


ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 


♦ 安定した受信びできる、 PLL シンセサイヴー採用の FM / AM ポータブルラジオ。 

• FM / TV (1-3)5 局、 AM 10 局、合わせて15局の放を局を記憶させること（プリセット） 
びでさます。いったんプ U セットしておけば、あとはプ U セットボタンを押すだけで 
ワンタッチ選局びで定ます。 

♦ アナ□グラジオ感覚でつまみを回して簡単に選局、周波数はデジタル表示されます。 


地上アナ□グテレビ放送は2011年7巧までに終了することび、国の法令によって定 
められています。地上アナ□グテレビ放を終了後は、本機ではテレビの音声を聞く 
ことはでをません。 


使用上のご注意 

取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックを与えたりしないでください。故障の原因になります。 

• 次のよラな場所には置かないで<ださい。 

-温度び非常に高い所 (40 t ： U (上)や低い所のでし U 下)。 

一直射日光のあたる場所や暖房器具の近<。 

一風呂場など湿気のをい所。 

一窓を閉めきった自動車内(特に夏季)。 

一ほこりのをい所。 

♦ ラジオ内部に液体や異物を入れないでください。 

♦ 巧れたときは、柔らかい巧でからぶをしてください。シンナーやベンジンは表面をい 
ためますので使わないでください。 

• 耳をあまり刺激しないよラに、適度の音量でお楽しみください。 

♦ このラジオのテレビ音声受信回路は、 FM 放送の受信回路と兼用であるため、一部の 
地域では、テレビ2、または3チャンネルの音声を受信中、 FM 放送び混じって聞こえ 
ることびあります。 

このときは、ソニーの相談窓□または、お近くのソニーサービス窓□にご相談くださ 
い。 

♦ キャッシュカード、定期券など、磁気を利巧したカード類をスピーカーに近づけない 
でください。スピーカーの磁石の影響でカードの磁気び変化して使えなくなることび 
お0ます。 

• イヤホンをご使巧中、肌に合わないと感じたときは早めに使用を中止して医師また 
はソニーの 相談窓 □、ソニーサービス 窓 □に 相談してください。 


故障とお考えになる前に 

修理にお出しになる前に、次のことをお調べください。 


ボタンを巧しても動作しない 

ホールド機能び働いている 
ホールドボタンを押して、ホールド機能を解除する。 

表示窓の文字や記号び薄くて見にくい 
乾電池び消耗している 
4極端に暑い場所や毒い所で使っている 
雑音がを <、音が悪い 

乾電池び消耗している 
電波び弱い 

建物や栗り物の中では電波び弱いので、なるべく窓際でお聞きください。 

プリセツト選局しても、聞きたい放送局が受信できない 
間違った番号のプ U セツトボタンを巧している 
4プ U セツトした記憶び消えている 
ちラー度、プリセツトボタンに局を記憶させてください。 

地上アナ□グテレビ放をは2011年7月までに終了することび、国の法令によって 
定められています。地上アナ□グテレビ放を終了鶴は、本機ではテレビの音声を 
聞 < ことはでをません。 

表示窓に 「巧 J が点滅し、音が出ない 
乾電池び消耗している 

万一故障した場合は、内部を開けずにソニーの相談窓□またはお買い上げ店、ソニー 
サービス窓□にご相談ください。 


保証書とア フターヴー ビス 

保証書 

♦ 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

♦ 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときは この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具含の悪いときは ソ ニーの 相談窓□またはお買い上げ店、添付の「ソ ニー 
ごネ目談窓□のご案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は 保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しく 
は保話書をご覧ください。 


部品の保有期間について 

当社ではラジオの桶修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）を、製造 
打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理巧能時期とさせていただを 
ます。保有期間び経過した後も、故障箇所によっては修理可能の場合びありますので、 
ソニーの 相談窓□またはお買い上げ店、サービス窓□にご相談ください。 


まな仕様 


時計表示 
周波数範囲 

12時間表示 


パンド 

周波数範囲 

周波数ステップ 

FM/TV 1-3*1 
AM 

76.日〜90.日 MHz (TV 1 -3 ch ) 

己31〜1,71日 kHz 

0.1 MHz 

9 kHz (日本国内、その他の国々） 

FM 

AM 

76.日〜108 MHz 
日30〜1,71日 kHz 

0.05 MHz 

10 kHz (北米、南米の国々） 

スピーカー 
出力端子 
実 巧 最大出力 

直径 6. 6 cm 、 丸型 4 n バ固 

逗)（イヤホン）端子 （03 .日 mm ミニ ジャック） 

120 mW(J 曰 TA が） 


電源 DC 3 V 、単3形乾電池2本 

最大があ寸法 約13日 X 80 x 31 mm (幅/高さ膺さ） 

(J 曰 TA ) 

質量 約260 g (乾電池含む） 

地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によって定め 
られています。地上アナ□グテレビ放送終了後は、本機ではテレビの音声を聞くこと 
はでをません。 

* 2 JEITA (電子情報技術産業協含）規格による測定値です。 

付属品 

イヤホン （1) 

ソニー単3形乾電池（お試し用*)に） 

取扱説明書•保証書 （1) 

ソニーご相談窓□のご案の （1) 

* 付属の乾電池はお試し用です。購入ずる場合はソニーアルカ U 乾電池をおすすめしま 
す。 


本磯の仕様および列•観は、改良のため予告なく変更することびありますび、ご了承くだ 
さい。 


雌備ずる 


乾電池を入れる 


1 電池入れのふたを開ける。 

2乾電池を入れる。 

はじめて乾電池を入れると、表示窓に rAM 12 : 0日」び点滅します。点滅を止める 
には、おやすみタイマー/時刻合わせボタンを巧します。時計を合わせるとさは、 
「時計を合わせる」をご覧ください。 

3 ふたを閉める。 


乾電池の持続時間り曰 TA つ 


(単位：約時間） 

放送の種類 

FM ( TV 1-3 ch ) 

AM 


ソニー単3形 （ LR 6) 

アルカ U 乾電池 

45 

62 


ソニー単3形 ( R 6) 
マンガン乾電池 

17 

23 



JEITA (電子情報技術産業協含）規格による測定値です。実際の電池持続時間は使巧 
する機器の状況により変動する可能性びあります。 


乾電池の交換時期 

乾電池び消耗してくると、音びルさくなったりひずんだりします。また表示窓に「巧」 
び点滅します。そのときは、2本とも新しし唯電池に交換してください。 

♦ 交撰するときは、電源を切ってから目拥 I 似内に入れ換えてください。電源び入った 
まま交換したり、交撰中60秒政上経過すると、現在時刻やプリセットした局の記憶 
び消えてしまいます。そのとをはをラー度設定し直して<ださい。 

♦ 交換棲 r 巧」の点滅を消すには、電源ボタンをちラー度巧します。 




裏へ つづく今 







放送局を受信する 

—マニュアル選局（手動選局） 


ボリューム 

VOL 宿量） 
©( イヤホン)端テ 
バンド(切り換え） 


I 闊 1 j 


,選局/時刻含わせ 


1電源ボタンを巧して、ラジオの電源を入れる。 

2 バンドボタンを巧して AM1、AM2 または FM/TV1-3 を選ぶ。 
押すたびにバンド表示び次のよラに変わります。 


^ラジオを聞< 


いつも聞くが送局を記憶させて聞く 

—プリセツト選局 

いつも聞く放送局を AM 1、 AM 2 に各日局と FM / TV 1-3 に日局、合わせて1日局まで記憶さ 
せることびで定ます。聞くときは、プリセット呼び出し/設定ボタンを選ぶだけで受1言で 
去ます。 


電源 

選局/時刻合わせ 

プリセツト呼び出し/設定 
(プ1」セツトボタン1〜 5) 


記憶させるには 



〇ご注意 

♦ おやすみタイマーの動作中に、おやすみタイマー/時刻合わせボタンをちラー度巧す 
と、タイマー設定時間は再び6日分に戻ります。 

♦ おやすみタイマーの動作中にち、ラジオの操作をすることびでをます。操作中は、表 
示窓に周波数び表示され、操作び終わると3砂後におやすみタイマーの動作時間表示 
に戻ります。 


おやすみタイマーを解除するには 

電源をいったん切って、をラー度入れます。 


□ッドアンテナの角度を調節ずるとをは、付け根の部分を持って 
ください。先端部分を持ったり過剰な力を加えると、アンテナを 
破損することびありまず。 


AM 放送の場含 

AM アンテナは内蔵されているので、ラ 
ジオ本体の向をによって受信状態び変わ 
ります。最も良く受信できる向きにして 
お聞さください。 


巧< 



電源を入れ、聞きたい局を還ぶ。 （r ラジオを聞く」参照） 

おやすみタイマー/時刻合わせボタンを巧す。 

周波数表示び動作時間表お「60」に変わり、タイマーびスタートします。動作時間表 
示び1分ごとにかなくなり、60分渡に自動的に電源び切れます。 


_プソセット 



設定時間 （60 分）び過ざると、自動的に電源び切れます。 


FM 放送の場を 

□ッドアンテナをのば 
し、最も良く受信でさ 
る長さと角度を調節し 
てお聞さ < ださい。 



X 巧れるので 

ア〜ノ 子十を 


アンテナを 
回さないで 
<ださし、 


4 VOL つまみを回して音量を調節する。 


ラジオを聞をなが5眠る 

一おやずみタイマー 


受信状態を良くする 


3 聞きたいが送局を記憶させておるプリセツト呼び出し/設定ボタンり〜 5) を巧ず。 


電源を切るときは 1 電源を入れる。 

電源ボタンをもラー度押します。 

2 バンドボタンを巧して、聞さたい放送局を記憶させてあるバンドを選ぶ。 


* AM 1 と AM 2 は放を局をプリセットボタンに記憶しておくときに使います。ラジ 
才を聞くとをには、どちらに合わせてち同じです。（「いつち聞く放送局を記憶さ 
せて聞くープ U セット還局」参照） 

3 選局/時刻合わせつまみを回して選局ずる。 

受信周波数び自動的に変わり始めます。へに合わせると数字び進み、 V に合わせ 
ると戻ります。さらに回して夕:または y に合わせると速く変わります。放送局を 
受信すると、放送び聞こえます。 

AM の周波数ステップ「9 kHz 」 を「1日 kHz 」 に切り換えると FM では 0.1 MHz ス 
テップから日.05 MHz * ステップに変わります。 

* 周波数は 0.1 MHz 単位で表示されます。 

(例： 88.00 MHz のときも88.日日 MHz のときを「88.0 MHz 」 と表示されま 
す。） 

4 VOL つまみで音量を調節する。 

イヤホンで聞ぐには 

遇)端子にイヤホンをつなざます。スピーカーからは音び出なくなります。 

TV (1-3 ch ) 放送を聞くときは 

バンドボタンを巧して FM 几 V 1-3 を選び、選局/時刻合わせつまみを回してテレビのチヤ 
ンネルを選んでください。 


2 バンドボタンを巧して、 AM1、AM2 または FM/TV1-3 を選ぶ。 

AM の場合は AM 1 と AM 2 のどちらか記憶させたい方を選びます。 

3 選局/時刻合わせつまみを回して記憶させる放送局を選ぶ。 

4 記憶させたいプリセツト呼ぴ出し/設定ボタン （1 〜 5) を選んで「ピピツ」と音がす 
るまで巧したままにする。 

受信している周波数び記憶され、表示窓にプ U セツト番号び表示されます。 

例）プリセツ ト ボタン性に FM 放送の9日.日 MHz を記憶させたときの表示 

プリセット 


MHz/kHz 

言己憶させたい放送局ごとに2〜4の手順を繰り返します。 

記憶させた放送局を変更するには 

手順2からやり直してください。 

前に記憶させた放を局は消えます。 

記憶させた放送局を聞くには 


AM2 * 一 FM/TV1-3 


電源を入れる。 


時計を合わせる 


電源 


おやすみタイマー/ 

時刻合わせ 

1 電源ボタンを押して、ラジオの電源を切る。 

2 おやずみタイマー/時刻合わせボタンを巧したまま、選局/時刻合わせつまみを回 
して、時刻を合わせる。 

へに合わせると時刻び進み、 V に合わせると戻ります。さらに回して夕:または y 
に合わせると连<変わります。 

3 おやすみタイマー/時刻合わせボタンから指を離す。 

表示窓の「：」び点滅を始め、時計び動さ出します。 

♦ 砂まで正確に合わせるには電話の時刻サービス (1 17番)び便利です。 

• AM は午前、 PM は午禮です。 

AM 12: 日日二 真夜中 PM 12: 日 0 二 正午 


誤操作を防ぐーホールド機能 

ホールド 
(誤操作防止) 


ホールドボタンを巧して表示窓に「か-」を点灯させます。 

すべてのボタン操作を受け付けなくなり、不用意に電源び切れたり、受信局び切り換わ 
るなどの誤操作を防ぐことびでをます。 

ホールドを解除するには 

ホールドボタンををラー度巧して表示窓の「か-」を消します。 

ミ毎がで AM 放送を聞く 

一周液数ステップ(間隔)の切り換え 

受信ずる周波数ステップ（間隔）をお使いになる国に合わせて切り換える必要がありま 
す。 

工場出荷時、このラジオは9 kHz に設定されています。 


地域 

周波数ステップ 

化米、南米の国々 

10 kHz 

曰本国内、その他の国々 

9 kHz 


AM 周波数ステップを切り換えると、プ U セッ ト 番号に記憶しておいた放送局び消え、 
時計表示は初期状態に戻ります。 

1 電源ボタンを押してラジオの電源を切る。 

2 おやずみタイマー/時刻合わせボタンを巧しなが5、電源ボタンを約5砂 LU 上押した 
ままにずる。 

表示窓に 「 AM 12:日日」び点滅し、周波数ステップび切り換わります。 

元の周波数ステップに戻すには、手順2をもラー度行なってください。 

〇ご注意 

• ミ毎がで FM 放送を聞く場合は AM の周波数ステップを10 kHz に切り換えてご使巧くだ 
さい。 

♦ AM の周波数ステップを「1日 kHz 」 に切り換えると TV 音声の受信および曰本国の （9 
kHz ステップ地域）での AM 放送の受信はでをません。 





地上アナ□グテレビ放送は2011年7月までに終了することび、国の法令によって定 
められています。地上アナ□グテレビ放送終了渡は、本機ではテレビの音声を聞く 
ことはで去ません。 













































































